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３月１日現在　推計（前月比）

古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。

　開かれた市政と協働のまちづくりに向けた開かれた市政と協働のまちづくりに向けた

平成１４年度の当初予算案がまとまりました。予算規模　平成１４年度の当初予算案がまとまりました。予算規模は、は、

一般会計で２２０億７一般会計で２２０億７��３３００万円、前年度比００万円、前年度比１２１２.９％の減となりました。.９％の減となりました。

また、特別会計の国民健康保険、老人保健医療、介護保険、　また、特別会計の国民健康保険、老人保健医療、介護保険、

公共下水道、駐車場事業、受託水道事業の６会計を含公共下水道、駐車場事業、受託水道事業の６会計を含めた予算めた予算

総額は３８１億２総額は３８１億２��７７８５万１千円、前年度比６.７％の減となります。８５万１千円、前年度比６.７％の減となります。

この予算案は、現在開会中の平成１４年狛江市議会第１回定　この予算案は、現在開会中の平成１４年狛江市議会第１回定

例会で審議されています。例会で審議されています。

〔問い合わせ〕財政課〔問い合わせ〕財政課

予算総額３８１億２�７８５万１千円（前年度比６.７％減）
一般会計２２０億７�３００万円（前年度比１２.９％減）　

平成１４年度当初予算案の主な事業

乳幼児医療費助成（１億１,１１６万円）
社会福祉協議会事業委託（１億１,２５７万円）
利用者支援施策試行事業（４５５万円）
高齢者配食サービス（４,３５８万円）
障害者福祉センター（１億５,１７４万円）
休日診療事業（３,４２５万円）
児童扶養手当（５,３５４万円）
保育所等児童運営費（５億８１２万円）
子ども家庭在宅サービス事業（４４２万円）
ファミリーサポート事業（３３６万円）
障害者ホームヘルパー養成講習（３０万円）
痴呆性高齢者グループホーム整備事業
（１,０００万円）
児童センター管理運営委託（５,２７１万円）

学校開放（１,７１４万円）
古民家園管理運営（１,０３４万円）
図書館ホームページ（３４３万円）
こまえ市民大学（３３万円）
情報教育推進事業（６,４５０万円）
教科書採択替関係費（１,９５２万円）
少人数授業講師派遣（３３２万円）
適正規模等関係費（１０５万円）
図書館図書書誌データ化業務（７０３万円）

生活道路新設改良・維持（１億４,１６５万円）
都市計画道路３・４・４号線整備（第一
工区）（２億６,９４２万円）
協働まちづくり関係（４３０万円）
土地利用現況調査（１,１００万円）
狛江市まちづくり総合プラン策定（１,２００万円）
放置自転車一斉一掃（１,９８５万円）

一般会計歳入予算案および歳出予算案の内訳

会計別予算案規模

商工業振興補助（２６０万円）
商店宅配システム事業補助（１００万円）
異業種交流事業補助（６０万円）
減農薬普及（６０万円）
有機栽培普及（２４０万円）
いかだレース運営費補助（９５万円）
花火大会助成（１,０５０万円）
小口事業資金融資あっ旋事業（１,８１１万円）
不況・雇用対策（１５５万円）

事業所ごみ実態調査（５９２万円）
公害対策（１,０２８万円）
資源ごみ回収（１億５,１９９万円）
ごみ減量対策（３,３９８万円）
リサイクルセンター事業（４,５９４万円）
ストックヤード事業（７４万円）

消防ポンプ車購入（２,９４０万円）
貯水槽設置（２,５８９万円）

市民まつり（４５０万円）
ほおずき市（１２３万円）
NPO情報誌（２４４万円）

前原公園整備（３億９２９万円）
弁財天池緑地維持管理（４８５万円）

環　境

防災対策

ふれあい・交流等

公園整備・緑化推進

比較増減
平成１３年度平成１４年度

年 度

率額区 分

△１２.９％△３�２７２�０００２５�３４５�０００２２�０７３�０００一 般 会 計

３.５％５４０�１８５１５�５１４�６６６１６�０５４�８５１特 別 会 計

４.９％２５４�１６０５�１６６�９１３５�４２１�０７３国民健康保険

△４.１％△２２３�８４７５�４９４�５３５５�２７０�６８８老人保健医療

８.０％１６６�５７８２�０８６�１２４２�２５２�７０２介 護 保 険

７.２％１２１�４５７１�６９３�７９０１�８１５�２４７公 共 下 水 道

△５.１％△４�２４２８３�６７３７９�４３１駐 車 場 事 業

２２.８％２２６�０７９９８９�６３１１�２１５�７１０受託水道事業

△６.７％△２�７３１�８１５４０�８５９�６６６３８�１２７�８５１合 計

（単位：千円）

歳 入

歳 出

歳入歳出総額２２�０７３�０００千円

市税
１１１１�０４８０４８�９２６千円９２６千円

５０.１％５０.１％

固定資産税
３�７１７７１７�７９８千円７９８千円
１６.８％１６.８％

都市計画税
９６５９６５�８６０千円８６０千円
４.４％４.４％

その他の市税
４１７４１７�９２９千円９２９千円
１.９％１.９％

固定資産税
３�７１７�７９８千円
１６.８％

市税
１１�０４８�９２６千円

５０.１％

都支出金
２�２１１２１１�５４２千円５４２千円
１０.０％１０.０％

国庫支出金
１�６７０６７０�０５６千円０５６千円

７.６％７.６％

市債
１�２３７２３７�６００千円６００千円

５.６％５.６％

諸収入
２８９２８９�４１７千円４１７千円
１.３％１.３％

その他の収入
３�３８８３８８�４５９千円４５９千円
１５.３％１５.３％

民生費
７�１９１１９１�２０５千円２０５千円
３２.６％３２.６％

土木費
２�７４３７４３�２６２千円２６２千円
１２.４％１２.４％

衛生費
２�７２７７２７�２５７千円２５７千円
１２.４％１２.４％

総務費
２�７１４７１４�４５２千円４５２千円
１２.３％１２.３％

公債費
２�６１１６１１�８６０千円８６０千円
１１.８％１１.８％

教育費
２�４６３４６３�２５８千円２５８千円
１１.２％１１.２％

その他の支出
１�６２１６２１�７０６千円７０６千円

７.３％７.３％ 民生費
７�１９１�２０５千円
３２.６％

公債費
２�６１１�８６０千円
１１.８％

市民税
５�９４７９４７�３３９千円３３９千円
２７.０％２７.０％

市民税
５�９４７�３３９千円
２７.０％

都支出金
２�２１１�５４２千円
１０.０％

土木費
２�７４３�２６２千円
１２.４％

その他の収入
３�３８８�４５９千円
１５.３％

都市基盤整備

商工業振興・農業振興福祉・健康

学校教育・社会教育

地方交付税
２,２２７,０００千円２,２２７,０００千円
１０.１％１０.１％

地方交付税
２,２２7,０００千円
１０.１％

その他の市税
４１７�９２９千円
１.９％

都市計画税
９６５�８６０千円
４.４％

歳入歳出総額２２�０７３�０００千円

衛生費
２�７２７�２５７千円
１２.４％

総務費
２�７１４�４５２千円
１２.３％

教育費
２�４６３�２５８千円
１１.２％

その他の支出
１�６２１�７０６千円

７.３％

諸収入
２８９�４１７千円
１.３％

市債
１�２３７�６００千円

５.６％

国庫支出金
１�６７０�０５６千円

７.６％
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昨
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
同
時

多
発
テ
ロ
と
そ
れ
に
続
く
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
へ
の
報
復
攻
撃
は
、
世
界
中

に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
テ
ロ
を
決

し
て
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ア

フ
ガ
ン
で
も
多
数
の
死
者
が
生
ま
れ

た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
平
和
と
戦

争
の
問
題
を
私
た
ち
に
問
い
か
け
ま

し
た
。
私
は
武
力
行
使
に
よ
る
解
決

で
は
な
く
、
国
連
を
通
じ
た
平
和
的

な
手
段
に
よ
っ
て
こ
そ
、
テ
ロ
も
戦

争
も
な
い　

世
紀
を
築
け
る
と
確
信

２１

し
て
お
り
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
原

則
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
す
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
、
昨
年
企
業
倒
産
が

戦
後
２
番
目
の
高
水
準
と
な
り
、
失

業
率
も
過
去
最
悪
に
達
し
ま
し
た
。

政
府
の
「
構
造
改
革
」
は
、
さ
ら
に

中
小
企
業
の
倒
産
や
失
業
を
増
大
さ

せ
、
景
気
を
一
層
悪
化
さ
せ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
小
泉
内
閣
の
高
い
支

持
率
が
田
中
外
相
更
迭
を
機
に
急
落

し
ま
し
た
が
、
こ
の
底
流
に
は
景
気

動
向
に
対
す
る
国
民
の
不
信
が
あ
り
、

今
こ
そ
国
民
の
消
費
購
買
力
を
高
め

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
暮
ら
し
へ
の
深
刻
さ
が

増
し
、
地
方
自
治
体
の
役
割
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
政

府
は
地
方
交
付
税
を
削
減
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
地
方
交
付
税
法
の
「
地

方
自
治
の
本
旨
実
現
」「
地
方
団
体
の

独
立
性
強
化
」
と
い
う
目
的
を
後
退

さ
せ
、
地
方
自
治
を
根
幹
か
ら
脅
か

す
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
狛
江
市
予
算
の
編
成

１４

に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
安
全
、
健

康
お
よ
び
福
祉
の
増
進
と
い
う
方
向

を
堅
持
し
、
住
民
自
治
の
拡
充
を
基

本
に
据
え
ま
し
た
。
税
収
の
低
迷
、

公
債
費
の
償
還
ピ
ー
ク
、
国
や
都
の

補
助
金
等
の
カ
ッ
ト
、
老
人
医
療
費

の
急
増
な
ど
、
市
財
政
へ
の
圧
迫
は

強
ま
っ
て
お
り
、
新
年
度
８
年
ぶ
り

の
下
水
道
料
金
、
６
年
ぶ
り
の
国
保

税
率
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
事
務
事
業
見
直
し
、
職

員
定
数
削
減
、
起
債
の
発
行
抑
制
な

ど
、
こ
の
６
年
間
の
取
り
組
み
で
起

債
残
高
や
公
債
費
が
下
が
り
始
め
た

こ
と
に
確
信
を
持
ち
な
が
ら
、
な
お

行
革
に
努
め
、
市
民
要
望
実
現
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

新
年
度
の
市
政
運
営
の
方
向
と
し

て
、
３
点
に
留
意
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
情
報
の
共
有
と
協
働
の
発

展
を
め
ざ
し
ま
す
。
す
で
に
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ト
再
構
築
を

行
い
、
予
算
書
な
ど
行
政
情
報
の
一

層
の
提
供
、
広
報
の
紙
面
改
善
な
ど
、

市
民
と
行
政
と
の
距
離
を
縮
め
る
努

力
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
民
協
働

で
は
、
市
民
運
動
で
残
し
た
古
民
家

の
復
元
も
終
わ
り
、
４
月
か
ら
市
民

団
体
管
理
に
よ
る
開
園
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
進
め
る
た

め
、　

月
か
ら
N
P
O
活
動
情
報
誌

１０

を
当
面
隔
月
で
発
行
し
、さ
ら
に（
仮

称
）
市
民
参
加
基
本
条
例
制
定
に
向

け
た
取
り
組
み
も
再
開
い
た
し
ま
す
。

現
在
市
民
協
働
を
質
量
と
も
に
高
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

対
応
と
し
て
「
こ
ま
え
市
民
大
学
」

創
設
に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。

　

今
年
は　

世
紀
の
狛
江
を
描
く
大

２１

切
な
時
期
と
な
り
ま
す
。市
内
公
共

施
設
の
総
合
的
な
方
向
づ
け
を
行
う

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
プ
ラ
ン
」策
定
や

「（
仮
称
）ま
ち
づ
く
り
条
例
」制
定
な

ど
狛
江
の
将
来
像
を
固
め
る
作
業
に

入
っ
て
い
ま
す
。市
民
の
知
恵
や
熱

意
を
生
か
し
、市
基
本
構
想
の
改
定

に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に「
市
民
の
た
め
に
が
ん
ば

る
市
役
所
づ
く
り
」を
進
め
ま
す
。３

月
か
ら
住
民
票
等
の
自
動
交
付
機
を

稼
動
し
、昼
休
み
の
全
窓
口
開
設
の

具
体
化
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

併
せ
て
中
央
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
開
設
や
学
校
図
書
館
と
の
O
A

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、高
齢
者
等
の
市

民
証
発
行
、職
員
の
質
的
向
上
の
た

め
の
研
修
な
ど
、一
層
の
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
２
２
０
億
７
�
３
０

０
万
円
、
前
年
度
比
で　

億
７
�
２

３２

０
０
万
円
、　

・
９
％
の
大
幅
減
と

１２

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
歳
出
抑
制
に

努
め
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
前
年
度
に

和
泉
小
学
校
関
連
な
ど
大
型
事
業
が

あ
っ
た
こ
と
と
、
年
金
収
納
業
務
が

国
に
移
管
さ
れ
る
た
め
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
前
年
度
並
み

の
１
１
０
億
円
で
す
が
、
地
方
交
付

税
は　

・
４
％
減
の　

億
３
�
０
０

１４

２２

０
万
円
弱
を
見
込
ん
で
お
り
、
利
子

割
交
付
金
の
１
億
２
�
２
０
０
万
円
、

　

％
減
と
と
も
に
、
厳
し
い
歳
入
状

３１況
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
事
業
債
は

約
４
億
５
�
５
０
０
万
円
に
と
ど
め

ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
平

成　

年
度
以
降
公
債
費
は
継
続
的
に

１８
減
少
し
ま
す
。
歳
入
不
足
分
は
、
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
計
４
億
円
、
特

定
目
的
基
金
か
ら
５
億
２
�
０
０
０

万
円
ほ
ど
取
り
崩
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
は
昨
年
度
高

架
下
分
室
建
設
費
が
計
上
さ
れ
て
い

た
た
め
の
減
、
民
生
費
は　

億
５
�

１１

０
０
０
万
円
の
減
で
す
が
、
国
民
年

金
法
改
正
に
よ
り
印
紙
購
入
代　

億
１３

９
�
０
０
０
万
円
が
不
要
に
な
っ
た

た
め
で
、
実
質
は
民
生
費
は
２
億

４
�
０
０
０
万
円
増
、
福
祉
部
関
連

で
は
５
％
強
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
木
費
は
都
市
計
画
道
路
３
･
４
･

　

号
線
和
泉
本
町
部
分
完
了
に
よ
る

１６減
で
あ
り
、
消
防
費
、
教
育
費
は
防

災
行
政
無
線
の
全
面
改
修
、
和
泉
小

学
校
整
備
の
完
了
に
よ
る
も
の
で
す
。

公
債
費
は
相
変
わ
ら
ず　

億
円
を
超

２６

え
る
高
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
重
点
を
お
い
た
分
野
と
そ
れ
に

関
連
し
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
１
に
、
子
ど
も
た
ち
、
青
少
年

の
た
め
の
施
策
で
す
が
、
乳
幼
児
医

療
費
無
料
化
は　

月
か
ら
３
歳
未
満

１０

児
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
将
来
的

に
は
就
学
前
の
す
べ
て
の
子
が
無
料

で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
。
昨
年
社
会
福
祉
法
人
に
運

営
委
託
し
た
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
で

は
利
用
者
が
前
年
対
比　

％
増
と

５０

な
っ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実
を

図
る
べ
く
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
１
月

に
小
学
生
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
が
、
市
立
学
童
保
育
所
並
び
に
昨

年
ス
タ
ー
ト
し
新
年
度
一
小
に
も
広

げ
る
「
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
」
事

業
と
あ
わ
せ
、
放
課
後
の
児
童
の
居

場
所
に
つ
い
て
条
件
や
希
望
に
応
じ

て
の
選
択
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

保
育
行
政
で
は
、
こ
の
間
認
証
保

育
所
制
度
を
活
用
し
計　

名
の
定
員

７２

を
増
や
し
、
年
度
始
め
で
は
待
機
児

の
大
部
分
が
解
消
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
４
月
か
ら
新
し
い
保
育
料
徴
収

基
準
の
も
と
で
、
公
立
保
育
園
に
預

け
る
２
子
目
は
半
額
と
し
、
第
３
子

以
降
は
全
額
無
料
と
し
ま
す
。
乳
幼

児
医
療
費
無
料
化
拡
大
と
あ
わ
せ
、

少
子
化
対
策
と
し
て
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
緊
急
時
の
一
時
保

育
な
ど
子
ど
も
家
庭
在
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
も
始
め
ま
す
。

　

ま
た
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
は
、

新
年
度
全
校
配
置
が
完
了
し
ま
す
。

情
報
教
育
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派

遣
、「
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
事
業
」

の
充
実
、
総
合
的
な
学
習
推
進
の
た

め
の
学
校
支
援
、
少
人
数
授
業
を
行

う
た
め
の
講
師
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

父
母
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
小
学
校

夏
季
施
設
費
、
中
学
校
修
学
旅
行
費

に
対
す
る
補
助
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

学
校
環
境
整
備
で
は
、
空
調
機
器
を

三
小
、
六
小
、
和
泉
小
の
図
書
室
等

に
設
置
し
、
東
京
で
初
め
て
小
中
学

校
全
教
室
一
斉
に
扇
風
機
を
取
り
付

け
ま
す
。
ま
た
三
小
で
耐
震
補
強
実

施
設
計
、
六
小
で
耐
震
診
断
を
行
い

ま
す
。

　

青
少
年
施
策
と
し
て
は
、「
（
仮

称
）
狛
江
市
青
少
年
健
全
育
成
活
動

実
施
委
員
会
」
を
設
置
し
、
庁
内
に

お
い
て
も
「
（
仮
称
）
狛
江
市
青
少

年
健
全
育
成
推
進
本
部
」
を
立
ち
上

げ
、
車
の
両
輪
と
な
っ
て
青
少
年
の

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

第
２
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

福
祉
施
策
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
４
月
特
養
老
人
ホ
ー
ム
こ
ま

え
正
吉
苑
が
開
設
し
、
こ
れ
で
市
が

市
民
向
け
に
確
保
し
た
ベ
ッ
ド
数
は

２
３
４
床
と
な
り
ま
す
。
狛
江
初
の

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が

開
設
し
、
高
齢
者
配
食
サ
ー
ビ
ス
も

秋
か
ら
週
６
日
に
拡
大
し
ま
す
。

　

障
害
者
に
対
し
て
は
、
当
面
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
に
第
一
福
祉
作
業

所
の
分
室
を
設
置
し
、
知
的
障
害
者

援
護
施
設
で
狛
江
市
民
分
の
ベ
ッ
ド

２
床
確
保
、
療
護
施
設
で
重
度
身
体

障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
委
託
し

ま
す
。
そ
の
他
、
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
養
成
講
習
、
利
用
者
支
援

施
策
試
行
事
業
の
受
け
入
れ
、
谷
戸

橋
南
広
場
、
中
村
児
童
公
園
で
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
手
掛
け
ま
す
。

　

第
３
の
産
業
振
興
で
は
、
自
前
の

市
商
工
会
事
務
所
を
確
保
し
商
工
会

館
と
し
て
目
途
を
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。　

年
度
に
実
施
し
た
消

１２

費
者
動
向
調
査
を
具
体
化
す
る
た
め
、

商
業
振
興
プ
ラ
ン
策
定
、
各
商
店
街

で
の
機
運
が
整
え
ば
全
市
内
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
導
入
の
た
め
の
委
員
会
設

立
を
支
援
す
る
予
定
で
す
。
農
業
分

野
で
は
減
農
薬
普
及
補
助
金
を
計
上

し
ま
し
た
。
ま
た
不
況
雇
用
対
策
と

し
て
情
報
提
供
の
窓
口
を
開
設
し
、

市
で
も
就
労
支
援
を
し
ま
す
。

　

第
４
の
地
域
環
境
整
備
で
は
、
生

ご
み
処
理
機
購
入
補
助
の
増
額
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
日
の
増
、
事
業

所
ご
み
の
実
態
調
査
費
計
上
を
行
い
、

高
架
下
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
が
、
今
後
ご
み
の
減
量
･

リ
サ
イ
ク
ル
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
、

広
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し

な
が
ら
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。
弁
財
天
池
緑
地
保
全

地
区
の
整
備
が
終
わ
り
、
懸
案
で

あ
っ
た
狛
江
駅
北
口
へ
の
交
番
設
置
、

消
防
団
ポ
ン
プ
車
更
新
、
災
害
対
策

用
井
戸
や
防
火
貯
水
槽
の
増
設
な
ど

を
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
駅
前
の
違

法
駐
輪
対
策
と
し
て
、
半
年
間
集
中

的
な
移
送
を
実
施
し
ま
す
。
都
市
計

画
道
路
３
・
４
・
４
号
線
、
３
・
４
・

　

号
線
岩
戸
北
部
分
は
、
平
成　

年

１６

１５

度
完
成
を
め
ざ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
、
導
入
検
討
委
員
会
を
設
置

し
本
格
的
な
議
論
に
入
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
財
政
危
機
の
「
胸
突
き

八
丁
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。
市
民
生

活
を
守
る
と
い
う
地
方
自
治
体
本
来

の
責
務
を
果
た
し
な
が
ら
、
財
政
再

建
す
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
な
配
分
や
歳
出
入
の
引
き
続
く
見

直
し
な
ど
、
職
員
と
と
も
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
、
議
会
に
お
か
れ
て
も

ご
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
、
市
民
が
自
分
た
ち

の
市
政
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
身

近
で
信
頼
で
き
る
市
政
運
営
に
全
力

投
球
す
る
決
意
を
申
し
上
げ
、
平
成

　

年
度
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

１４

平
成

年
度
の

平
成　

年
度
の　

１４１４

市
政
運
営
の
方
向

　

市
政
運
営
の
方
向

は

じ

め

に

は

じ

め

に

新
年
度
予
算
案
の
概
要

新
年
度
予
算
案
の
概
要

終

わ

り

に

終

わ

り

に

市
議
会
第
１
回
定
例
会　
　
　

　

矢
野
市
長
所
信
表
明
（
大
要
）
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４
月
分
保
険
料
か
ら
は
、
国
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
分
（
平
成　

１３

１３

年
４
月
分
か
ら　

年
３
月
分
）
の
保

１４

険
料
は
従
来
ど
お
り
市
発
行
の
納
付

書
に
よ
り
、
４
月　

日
ま
で
に
納
付

３０

を
お
願
い
し
ま
す
。
５
月
１
日
以
降

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
、
全
国

の
銀
行
・
郵
便
局
・
農
協
・
漁
協
・

信
用
組
合
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・

社
会
保
険
事
務
所
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
第
二
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る　

歳
２０

か
ら　

歳
に
な
る
ま
で
の
配
偶
者
は

６０

国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
と
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
届
け
出
は
被
保
険
者
本
人

が
市
の
窓
口
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成　

年
４
月
以
降
は

１４

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業

主
を
経
由
し
て
届
け
出
る
方
法
に
変

わ
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
第
三
号
被
保
険
者

期
間
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

第
一
号
被
保
険
者
期
間
の
み
を
有

す
る
人
の
老
齢
基
礎
年
金
裁
定
請
求

書
は
従
来
ど
お
り
市
が
受
付
窓
口
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
の
請
求
に

つ
い
て
も
、
市
に
提
出
す
る
の
は
第

一
号
被
保
険
者
期
間
中
に
初
診
日
が

あ
る
傷
病
の
場
合
の
み
と
な
り
、
遺

族
基
礎
年
金
に
つ
い
て
も
第
一
号
被

保
険
者
期
間
中
の
死
亡
に
係
る
人
の

み
と
な
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と

き
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行
の

保
険
料
の
全
額
を
免
除
す
る
制
度
に

加
え
、
４
月
か
ら
半
額
免
除
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
定
の
所
得
以
下
の
第

一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
基
づ
き
保
険
料
の
半
額
を
免
除
す

る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
の
免

除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、　
１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
追
納
が
な
い
場
合
は
、
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
を
す
る
際

に
は
、
全
額
免
除
期
間
に
つ
い
て
は

納
め
た
場
合
の
３
分
の
１
、
半
額
免

除
期
間
に
つ
い
て
は
全
額
納
め
た
場

合
の
３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
免
除
制
度
は
毎
年
度
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ

さ
い
。

　

学
生
の
方
は　

歳
以
上
で
あ
れ
ば
、

２０

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
収
入
が
な

く
納
め
る
の
が
困
難
な
学
生
の
た
め

に
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
生
本
人
の
所
得

が
年
間　

万
円
（
年
収
約
１
３
３
万

６８

円
）
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
支
払
い
が
猶

予
さ
れ
、
卒
業
後
に
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
ま
た
、
学

生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
障
害

基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
夜
間
部
、
定
時
制
課

程
お
よ
び
通
信
制
課
程
の
学
生
も
対

象
に
な
り
ま
す
。
届
け
出
は
毎
年
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
方
が
就
職
し
て
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
に
な
っ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
保
険
ま
た
は
共
済
組
合
に
加

入
す
る
と
と
も
に
、
国
民
年
金
の
第

二
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
就
職
前
に
国
民
年
金

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
は
、

国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
就
職
し
た
ら

勤
め
先
の
保
険
証
を
お
持
ち
の
う
え

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　　
　

　

年
金
の
請
求
手
続
き
、
相
談
の
窓

口
と
な
っ
て
い
る
相
談
室
は
、
相
談

に
お
越
し
に
な
る
方
が
増
え
、
待
ち

時
間
が
長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
、
年
金
請
求
の
手
続
き
を

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

○ 
年
金
相
談
は
次
の
時
間
に
行
っ

て
い
ま
す
。

・
午
前
９
時　

分
〜
正
午

１５

・
午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

　

な
お
、
順
番
待
ち
時
間
と
相
談
時

間
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
午
後
３

時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○ 
個
人
の
記
録
に
基
づ
く
年
金
相

談
等
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の

た
め
原
則
と
し
て
本
人
の
み
に
お
答

え
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
代
理
の
方
の
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
依
頼
状
を
持
参
く
だ
さ
い
。

○
駐
車
場
が
狭
い
た
め
車
で
の
お
越

し
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課
・
府

中
社
会
保
険
事
務
所
�
０
４
２
（
３

６
１
）
１
０
１
１

　
　

国
際
電
気
と
桜

　
　
　
　
　
　
　

元
社
員
の
話
よ
り

　

今
狛
江
団
地
が
あ
る
と
こ
ろ
に
国

際
電
気
狛
江
工
場
が
あ
っ
た
。
戦
争

中
、
軍
の
通
信
機
を
作
っ
て
い
た
会

社
だ
け
ど
、
周
囲
は
白
い
木
の
柵
で

囲
ま
れ
て
い
て
、
中
ま
で
見
通
せ
る

き
れ
い
な
工
場
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
終
戦
と
と
も
に
通
信
機

の
仕
事
は
で
き
な
く
な
り
、
物
資
の

乏
し
い
中
、
無
線
機
や
高
級
ラ
ジ
オ
、

電
熱
器
な
ど
を
作
っ
て
み
た
が
、
こ

れ
も
激
し
い
イ
ン
フ
レ
の
中
で
思
う

よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
こ
こ
に
は
大
勢
の
技
術

者
が
い
た
か
ら
、
材
木
乾
燥
機
や
電

熱
器
、
電
気
パ
ン
焼
き
器
、
ド
ラ
ム

缶
の
中
に
電
極
を
入
れ
た
焼
芋
機
を

作
っ
た
り
、
台
湾
か
ら
ク
ス
ノ
キ
を

取
り
寄
せ
て
電
波
を
か
け
、
今
で
い

う
電
子
レ
ン
ジ
の
原
理
で
樟
脳
を
作

る
な
ど
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
知
力
を

傾
け
て
苦
し
い
時
代
の
克
服
に
努
め

た
。
そ
れ
は
ブ
リ
キ
板
二
枚
の
間
に

水
で
練
っ
た
粉
と
少
々
の
塩
を
入
れ
、

電
気
で
パ
ン
を
焼
い
た
戦
後
の
食
糧

難
時
代
の
思
い
出
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

敷
地
の
中
に
は
塚
が
あ
っ
た
。
浅

間
塚
と
い
っ
て
、
高
さ
十
四
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
の
塚
だ
っ
た
。
木
立
ち
に

覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
を
頂
に
通

じ
る
道
が
あ
っ
た
。
時
折
若
い
カ
ッ

プ
ル
が
上
が
っ
て
は
仲
睦
ま
じ
く
語

り
合
っ
て
い
た
し
、
い
つ
し
か
そ
こ

で
結
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
も
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
だ
れ
言
う
と
な
く
、「
恋

山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
大
切
な
塚
だ
か
ら
、
み

ん
な
で
大
事
に
し
よ
う
ね
」
と
言
っ

て
い
た
が
、
折
か
ら
の
食
糧
難
、
誰

か
が
下
の
方
を
耕
し
始
め
た
ら
大
事

な
塚
も
次
々
と
切
り
崩
さ
れ
て
、
昭

和
二
五
年
頃
に
は
と
う
と
う
平
ら
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

国
際
電
気
は
桜
の
名
所
で
も
あ
っ

た
。
戦
後
は
裏
門
が
開
け
っ
放
し
に

な
っ
て
い
た
の
で
村
の
人
た
ち
の
出

入
り
は
自
由
で
あ
っ
た
。
そ
の
門
の

北
側
の
、
道
路
に
面
し
た
と
こ
ろ
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
っ
て
、
こ
の
あ

た
り
の
桜
は
特
に
美
し
か
っ
た
。
今

も
団
地
の
入
口
に
は
当
時
の
桜
が

残
っ
て
い
る
が
、
樹
齢
七
十
年
に
も

な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
工

場
は
映
画

の
撮
影
に

も
よ
く
使

わ
れ
て
い

た
。「
地
獄

の
門
」で
は

倉

庫

を

使
っ
た
し
、

「
坊
ち
ゃ
ん
社
員
」
や
「
姿
三
四
郎
」

で
も
こ
こ
を
使
っ
て
い
た
。
土
手
と

塀
の
美
し
さ
が
映
画
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
適
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
東
京
重
機
が
進
駐
軍
に
接

収
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
あ
た
り

を
進
駐
軍
の
兵
隊
が
よ
く
歩
い
て
い

た
。
と
き
に
は
日
本
女
性
と
デ
ー
ト

し
て
い
る
姿
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見

て
冷
や
か
す
も
の
も
い
た
が
、
突
然

怒
り
出
す
ア
メ
リ
カ
兵
に
追
い
か
け

ら
れ
て
逃
げ
出
す
も
の
も
見
ら
れ
た
。

　

や
が
て
工
場
が
老
朽
化
し
た
と
き
、

新
し
い
土
地
へ
の
移
転
が
行
わ
れ
、

そ
の
跡
地
に
都
営
狛
江
団
地
が
建
て

ら
れ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その 9８－

国
民
年
金
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
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国
民
年
金
は
「
長
寿
社
会
」
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
老

　

後
」
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
ま
た
、「
万
が
一
」
の
と
き
に
も
あ

　

な
た
の
人
生
の
強
い
味
方
に
な
り
、 す
べ
て
の
人
が
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　
　

４
月
１
日
か
ら
「
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
」
国
民
年
金
の

　

手
続
き
の
一
部
が
次
の
よ
う
に
、
市
役
所
か
ら
国
（
社
会
保
険
庁
）
に

　

変
わ
り
ま
す
。

�
国
民
年
金
保
険
料
の
取
り
扱
い

�
第
三
号
被
保
険
者
関
係
の
届
出
方

法

�
老
齢
基
礎
年
金
等
の
請
求
先

�
保
険
料
免
除
制
度

�
学
生
納
付
特
例
制
度

手  
続  
き  
の  
変  
更  
点

制　

度　

の　

改　

正

お　

知　

ら　

せ

あ な た は 、 ど の 被 保 険 者 で し ょ う

策 1号被保険者

　日本国内に住む２０歳以上６０歳未満の自営
業者とその家族、学生、無職の人
○国民年金の保険料は自分で納めます。

策 2号被保険者

　会社員や公務員など職場の年金（厚生年金
保険、共済組合）に加入している人
○保険料は、給料がら引かれている厚生年金
保険料等に含まれています。

策３号被保険者

　策２号被保険者に扶養されている２０歳以上
６０歳未満の配偶者
○保険料は、配偶者が加人している厚生年金
保険制度や共済組合制度が一括して負担し
ます。

府
中
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
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東
京
都
消
費
生
活
相
談
窓
口

が
変
更
に
な
り
ま
す

手続きに必要なものこんなときは手続きを

転出証明書（すでに国保に加入して
いる家族がいる場合は保険証）他の市町村から転入してきたとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

職場の健康保険をやめた証明書（すでに国
保に加入している家族がいる場合は保険証）

職場の健康保険をやめたとき（退職した
とき）または扶養家族でなくなったとき

保険証、母子健康手帳、振込先の口
座のわかるもの、印鑑子どもが生まれたとき

生活保護廃止決定通知書生活保護を受けなくなったとき

年金証書、保険証
厚生年金、共済年金の老齢（退職）
年金を受けることになったときおよ
びその被扶養者になったとき

退
職
者
医

療
制
度
に

該
当
し
た

と
き

保険証他の市町村へ転出するとき国
保
を
や
め
る

　
　
　
　

と
き

国保および新たに入った健康保険の保険証職場の健康保険に加入したとき、
またはその扶養家族になったとき

保険証、印鑑死亡したとき

保険証、生活保護決定通知書生活保護を受けるようになったとき

保険証住所・氏名・世帯主などが変わったときそ
の
他 使えなくなった保険証があるときは、

その保険証
保険証をなくしたり、汚れて使えな
くなったとき

退
職
者
医
療
制
度
の
届
け
出

は
お
済
み
で
す
か

 　

４
月
１
日
�
よ
り
、
東
京
都
多
摩

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
立
川
）
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
が
東
京
都
消
費
生

活
総
合
セ
ン
タ
ー
（
飯
田
橋
）
に
統

合
さ
れ
ま
す
。

〔
住
所
〕
新
宿
区
神
楽
河
岸
１
―
１

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ　

階　

東
京
都

１６

消
費
生
活
相
談
窓
口

〔
電
話
〕（
３
２
３
５
）
１
１
５
５

〔
受
付
時
間
〕　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

　

な
お
、
市
で
の
消
費
生
活
相
談
は
、

毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
前　

時
か
ら

１０

午
後
４
時
ま
で
、
市
役
所
２
階
産
業

生
活
課
内
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て
働
く

方
に
と
っ
て
、
お
子
さ
ん
の
病
気
の

と
き
が
一
番
困
る
と
思
い
ま
す
。　

　
「
狛
江
す
こ
や
か
病
児
保
育
室
」で

は
、
こ
れ
ら
の
お
子
さ
ん
を
医
師
と

保
育
士
・
看
護
師
の
連
携
で
お
預
か

り
を
し
ま
す
。

〔
利
用
の
方
法
〕
① 
病
児
保
育
室
�

（
３
４
８
９
）
２
５
５
７
。
午
前
８

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
② 
予
約
が
取
れ
た

方
は
、
野
沢
医
院
で
診
察
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

〔
利
用
で
き
る
方
〕
① 
市
内
の
保
育

園
に
通
園
し
て
い
る
幼
児
な
ど
で
す
。

（
市
内
に
住
所
を
有
す
る
未
就
学
児

は
利
用
で
き
ま
す
）
② 
保
育
園
が
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
程
度
の
「
病
気
明

け
児
」
ま
た
は
「
病
児
」
で
医
師
が

病
児
保
育
室
に
入
所
可
能
と
認
め
ら

れ
た
幼
児
で
す
（
病
児
保
育
室
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
年
度
単
位

で
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
）
。

〔
開
設
日
〕
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年

始
（　

月　

日
〜
１
月
３
日
）
を
除

１２

２９

く
毎
日

〔
利
用
時
間
〕
午
前
８
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は
午

後
２
時
ま
で
。

〔
利
用
で
き
る
病
種
〕
感
冒
、
扁
桃

腺
炎
、
気
管
支
炎
、
下
痢
、
感
染
症

予
後
、
手
術
後
の
養
生
、
そ
の
他
で

医
師
が
利
用
可
能
と
判
断
し
た
病
気
。

〔
利
用
料
〕１
日
２
�
０
０
０
円（
４

月
１
日
か
ら
）
※
生
活
保
護
世
帯
お

よ
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

利
用
料
金
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

〔
持
参
す
る
物
〕
昼
食
、
お
や
つ

（
病
気
の
こ
と
を
考
え
て
作
っ
て
く

だ
さ
い
）
、
着
替
え
（
パ
ジ
ャ
マ
、

下
着
、
オ
ム
ツ
、
オ
ム
ツ
カ
バ
ー
）

バ
ス
タ
オ
ル
お
よ
び
ビ
ニ
ー
ル
袋

（
汚
物
入
れ
２
〜
３
枚
）
、
ミ
ル
ク
、

哺
乳
び
ん
な
ど
、
幼
児
が
必
要
な
も

の
、
薬
（
１
回
ご
と
、
服
用
を
明
示

し
て
く
だ
さ
い
）
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

国
民
健
康
保
険
の
変
更
は　
１４

日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
、
ど
こ
の
健
康
保
険
に
も
入
っ
て

い
な
い
方
、
世
帯
の
異
動
等
、
別
表

の
よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。
必
要
書
類
を

持
っ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
な

ど
を
や
め
た
日
の
翌
日
（
届
け
出
た

日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
か
ら
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険

税
も
そ
の
日
ま
で
（
最
大
３
年
間
）

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療
制
度

に
加
入
す
る
と
、　

歳
に
な
る
ま
で
、

７０

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
に
次
の
と

お
り
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
は
２
割
、
被
扶
養
者
は
入
院

が
２
割
で
入
院
外
が
３
割
と
な
り
ま

す
（
一
般
の
国
民
健
康
保
険
の
場
合

は
自
己
負
担
は
３
割
）

　

保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

〔
対
象
に
な
る
方
〕
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
①
狛
江
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
あ
る
い
は
会
社

な
ど
を
退
職
さ
れ
て
狛
江
市
国
民
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
②
老
人
保

健
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
方

③
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
年
金
加
入
期
間
が　

年
以
上
あ

２０

る
方
（　

歳
以
後
の
加
入
期
間
が　

４０

１０

年
以
上
あ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）
④
退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族

の
方

〔
加
入
手
続
き
〕
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら　

日
以
内
に
、
次
の

１４

書
類
を
持
参
し
保
険
年
金
課
保
険
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
①
年
金

証
書
②
国
民
健
康
保
険
証
（
す
で
に

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
）
③
職
場
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書
（
国
民
健
康
保
険
の

加
入
と
退
職
者
医
療
制
度
加
入
の
手

続
き
を
同
時
に
行
う
方
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
８
時　

３１

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
。
な
お
、
国

民
年
金
（
２
月
分
）
は
、
４
月
１
日

�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課
・
保
険
年

金
課

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
要
望

の
あ
り
ま
し
た
狛
江
駅
前
交
番
の
設

置
は
、
現
在
駄
倉
地
区
セ
ン
タ
ー
前

（
東
和
泉
一
丁
目
）
に
あ
る
狛
江
交

番
を
駅
前
（
通
称
北
口
三
角
地
）
に

移
転
す
る
こ
と
で
実
現
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
駅
前
交
番
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
か

２４

１０

ら〔
場
所
〕
市
役
所
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課       

エ
コ
ラ
イ
フ
は
ま
ず
自
分
の
家
庭
か
ら

駅
前
交
番
説
明
会

市
税
・
国
民
年
金
の
納
付
お

よ
び
相
談
窓
口
を「
日
曜
日
」

に
開
設
し
ま
す

　

来
年
度
の
学
級
編
成
を
行
う
た
め
、

正
確
な
児
童
・
生
徒
数
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。
現
住
所
か
ら
引
越
す

予
定
が
あ
る
方
は
、
現
在
通
学
し
て

い
る
学
校
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
引
越
し
を

さ
れ
て
い
る
方
で
、
市
民
課
へ
の
手

続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
速
や
か

に
市
民
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
・
私
立
の
小
中
学
校
に

入
学
予
定
の
方
で
、
入
学
許
可
証
ま

た
は
承
諾
書
を
学
校
教
育
課
に
提
出

し
て
い
な
い
方
は
学
校
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
１６

３
月　

日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。
昨

３１

年
度
は
、
酸
性
雨
簡
易
測
定
、
二
酸

化
窒
素
の
測
定
、
河
川
調
査
、
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
、
環
境
学
習
、
園
芸
教

室
、
廃
食
用
油
の
活
用
等
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

環
境
に
興
味
が
あ
り
、
平
日
活
動

で
き
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
３
月　

日
�
か
ら　

１５

２９

日
�
ま
で
（
土
・
日
除
く
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

改
善
課
へ
。

転
校
、
転
入
学
、
国
・
私
立

小
中
学
校
入
学
予
定
の
保
護

者
の
方
へ

環
境
を
考
え
る
会
狛
江

市
実
行
委
員
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す

佐藤洋子さん
駒井町３丁目在住

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る �

市
民
の
声

市
民
の
声 �

狛
江
す
こ
や
か
病
児
保
育
室

�

　　

私
は
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
省
エ

ネ
を
始
め
た
の
で
は
な
く
、
無
駄
な

こ
と
は
し
な
い
で
私
で
も
節
約
が
で

き
る
か
し
ら
で
始
め
た
の
が
キ
ッ
カ

ケ
で
す
。
始
め
て
み
る
と
公
共
料
金

が
み
る
み
る
減
り
、
一
週
間
の
買
い

物
の
量
が
わ
か
っ
て
き
て
前
ほ
ど
在

庫
も
な
く
、
い
ま
ま
で
捨
て
て
い
た

大
根
や
カ
ブ
の
葉
・
皮
、
キ
ャ
ベ
ツ

や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
芯
も
全
て
使
い

切
る
こ
と
で
生
ゴ
ミ
が
大
幅
に
減
り

ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
よ
う
で
す
が
家

計
に
や
さ
し
く
、
地
球
に
や
さ
し
く

で
す
。
た
と
え
ば
、〔
電
気
〕・
掃
除

機
は
週
一
度
、
あ
と
は
箒
を
使
用
す

る
。・
電
気
ポ
ッ
ト
は
使
わ
ず
汲
み
置

き
の
水
道
水
を
沸
か
し
、
普
通
の

ポ
ッ
ト
に
入
れ
る
。・
冷
蔵
庫
は
詰
め

す
ぎ
ず
、
常
温
で
保
管
で
き
る
も
の

は
入
れ
な
い
。〔
ガ
ス
〕・
ぬ
れ
た
鍋

底
を
拭
い
て
か
ら
火
に
か
け
る
。・
湯

沸
か
し
の
口
火
は
消
し
て
お
く
。〔
水

道
〕・
洗
濯
は
風
呂
の
残
り
湯
を
使
う
。

〔
買
い
物
〕・
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、

過
剰
包
装
を
避
け
て
買
う
。
古
新
聞

は
新
聞
屋
さ
ん
へ
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

ト
レ
ー
は
ス
ー
パ
ー
に
。
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
や
チ
ラ
シ
を
メ
モ
用
紙
と

し
て
使
用
す
る
。
自
分
で
続
け
ら
れ

そ
う
な
こ
と
を
や
り
、
無
理
と
思
う

こ
と
は
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
逆
効

果
で
す
。
な
ん
で
も
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
私
の
節
約
（
エ
コ
ラ
イ
フ
）

な
ん
で
す
。

東
京
大
空
襲

   
写
真
パ
ネ
ル
展

　

東
京
都
平
和
の
日
（
３
月　
１０

日
）
に
あ
た
り
、
東
京
大
空
襲
の

写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

〔
期
間
〕
３
月　

日
�
か
ら　

日

１８

２９

�
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�



　

４
月
１
日
�
オ
ー
プ
ン
の
「
こ
ま

え
正
吉
苑
」
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
自
由
に
施
設
見
学
を
し
て
い
た
だ

け
る
内
覧
会
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
か

２９

ら
４
時
ま
で
、　

�
午
前　

時
か
ら

３０

１０

午
後
４
時
ま
で
（
申
し
込
み
不
要
）

〔
住
所
〕
西
野
川
２
丁
目　

番　

号

２７

２３

〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
福
祉
課

　

４
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
ご

み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全

戸
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
し
て
計
画
的
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
金
属
の
回
収
増
〕

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
金
属
の
回
収
が

４
月
か
ら
月
２
回
に
な
り
ま
す
。
回

収
日
は
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

　

最
近
市
内
に
お
い
て
「
宅
地
内
の

汚
水
ま
す
を
点
検
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
言
い
、
各
家
庭
を
訪
問
す
る

業
者
が
い
ま
す
。
市
で
は
こ
の
よ
う

な
業
者
の
派
遣
お
よ
び
指
導
は
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
排
水
管
が
つ
ま
っ
た
場
合

は
、
自
分
で
清
掃
す
る
か
、
指
定
工

事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

市
民
と
の
協
働
関
係
を
基
本
と
し

て
進
め
て
き
ま
し
た
管
理
区
域
の
整

備
が
完
了
し
ま
し
た
。

〔
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
〕
４
月
１

日
�
午
後
１
時
か
ら
１
時　

分
ま
で

２０

万
葉
乙
女
像
側
入
り
口

〔
開
放
日
時
〕
▽
４
月
１
日
�
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で

▽
４
月　

日
�
午
前　

時
か
ら
午
後

２１

１０

３
時
ま
で

　

な
お
、
散
策
路
は
終
日
開
放
。
自

然
観
察
路
（
内
柵
の
中
）
は
、
今
後

日
時
を
決
め
て
開
放
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

環
境
を
考
え
る
会
狛
江
市
実
行
委

員
会
で
は
、
環
境
週
間
（
６
月
５
日

か
ら　

日
ま
で
）
の
ポ
ス
タ
ー
を
飾

１１

る
絵
画
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
等
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者

全
員
の
作
品
展
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
４
月　

日
�
ま
で

３０

（
土
・
日
除
く
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
環
境

改
善
課
へ
。

〔
申
込
方
法
〕「
加
入
申
込
書
」
に
会

費
を
添
え
て
お
近
く
の
金
融
機
関
で

（
郵
便
局
を
除
く
）

〔
加
入
で
き
る
方
〕
市
内
居
住
者
で
、

住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
。

※
小
・
中
学
生
、
消
防
団
員
は
市
の

費
用
で
Ｂ
コ
ー
ス
に
加
入
し
ま
す
。

〔
会
費
（
年
間
）
〕
Ａ
コ
ー
ス
１
�

０
０
０
円
、Ｂ
コ
ー
ス
５
０
０
円（
１

人
１
口
に
限
り
ま
す
）

〔
共
済
期
間
〕
４
月
１
日
か
ら
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
。
た
だ
し
、
年

１５

３１

度
途
中
に
加
入
し
た
場
合
は
申
し
込

み
の
翌
日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日

１５

３１

ま
で
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
管
理
課　
　
　
　

　

協
働
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
狛
江
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
�
ワ
イ
ワ
イ
�
」

で
は
ま
ち
づ
く
り
条
例
・
自
転
車
・

水
路
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

こ
れ
か
ら
の
狛
江
の
ま
ち
づ
く
り
を

み
ん
な
で
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
成
果
を
協
働
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
と
し
て
中
間
発
表
し
ま
す
。

　

狛
江
の
「
ま
ち
」
の
未
来
を
あ
な

た
も
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
か
ら

３０

〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

４
月
１
日
か
ら
多
摩
東
部
建
築
指

導
事
務
所
と
多
摩
西
部
建
築
指
導
事

務
所
が
統
合
さ
れ
、
多
摩
建
築
指
導

事
務
所
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
建
築
指
導
の
窓
口

が
立
川
合
同
庁
舎
内
建
築
指
導
第
一

課
に
変
わ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
多
摩
東
部

建
築
指
導
事
務
所
管
理
課
�
０
４
２

（
３
６
４
）
４
１
８
７

　

調
布
警
察
署
で
は
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
市
民

の
方
々
を
対
象
に
自
動
車
安
全
運
転

と
事
故
防
止
等
の
運
転
者
講
習
会
を

開
き
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参

加
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
６
時　

１９

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
調
布
警
察
署
�
０

４
２
４
（　

）
０
１
１
０

８８

〔
対
象
〕
満　

歳
以
上
の
方
お
よ
び

６５

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
満　

歳
以
上
の
心

１２

身
障
害
者
の
方
で
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
自
宅
に
お
風
呂
が
な
く
、
常

時
公
衆
浴
場
を
利
用
し
て
い
る
方
。

　

た
だ
し
、
東
京
都
か
ら
入
浴
券
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で

す
。
交
付
の
時
期
、
方
法
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。

〔
交
付
〕
３
月　

日
�
か
ら
社
会
福

２０

祉
課
福
祉
総
合
相
談
窓
口

〔
持
参
す
る
も
の
〕
継
続
の
方
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
申
請
書
と
印
鑑
。

新
規
の
方
は
印
鑑
の
み
。
心
身
障
害

者
の
方
は
手
帳
も
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅
福
祉
課

�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）３月１５日

自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
高
齢

者
等
へ
入
浴
券
を
交
付

交付方法交付枚数交付時期

市から送付した申請書

と引き換え

１６枚３月下旬
１回目

（平成１４年４月～５月分）

市から直接入浴券を郵

送

４０枚５月下旬
２回目

（平成１４年６月～１０月分）

市から送付したハガキ

と引き換え

４０枚１０月下旬
３回目

（平成１４年１１月～H１５年３月分）

■入浴券の交付時期および交付方法

※交付枚数（月単位で８枚）は、来庁された日の属する月の翌月分からに
なります。
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消
防
総
監
表
彰
旗
受
賞

■
現
行
保
育
料

　

保
育
料
は
国
の
徴
収
基
準
額
を
基

に
徴
収
し
ま
す
が
、
昭
和　

年
４
月

５７

以
来　

年
間
改
定
し
て
い
な
か
っ
た

２０

こ
と
も
あ
り
、
国
の
基
準
額
の　

・
４６

２
％
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
所
得
税
の
税

制
改
正
に
よ
る
減
税
の
影
響
も
あ
り
、

保
育
料
収
入
が
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
保
育
行
政
を
実
施
す

る
う
え
で
、
財
政
的
に
重
い
負
担
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
市
民

説
明
会
、
保
護
者
会
な
ど
を
開
催
し
、

保
育
料
改
定
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
保
育
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
た
な
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■ 
改
正
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方

▽
D
階
層
を
現
行　

階
層
か
ら　

階

１３

２１

層
へ
８
階
層
の
足
伸
ば
し
を
し
、
所

得
に
応
じ
た
徴
収
基
準
を
設
け
る
こ

と
と
し
ま
す
。

▽
低
所
得
者
に
配
慮
し
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
が
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

▽
施
策
向
上
の
た
め
必
要
な
一
定
の

財
源
を
確
保
し
ま
す
。

▽
少
子
化
対
策
と
し
て
、
第
２
子
の

保
育
料
を
半
額
、
第
３
子
以
降
の
保

育
料
を
全
額
無
料
と
し
ま
す
。

▽
保
育
料
の
改
定
率
は
０
歳
・
１
歳
・

２
歳
で
平
均　

・
７
％
増
、
３
歳
で

１０

平
均　

・
６
％
増
、
４
歳
・
５
歳
で

１３

平
均　

％
増
の
改
定
率
と
な
り
ま
す
。

１２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

　

１
月　

日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ

１５

し
ま
し
た
が
、
公
共
下
水
道
事
業
で

は
平
成
６
年
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い

ま
し
た
料
金
の
改
定
（
平
均　

・
８

２０

％
増
）
を
し
ま
す
。

　

今
後
も
下
水
道
の
健
全
な
運
営
を

図
る
こ
と
と
、
皆
さ
ん
に
よ
り
安
全

で
快
適
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
ご

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
消
費
税
は
３
％
か
ら
５
％
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

▽ 
生
活
関
連　

業
種
に
つ
い
て
減

２３

免
の
申
請
（
当
初
受
付
期
間
後
）
の

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
住
宅
改
修

に
つ
い
て
は
一
旦
全
額
を
支
払
っ
た

あ
と
、
申
請
に
よ
り
工
事
費
（
限
度

額　

万
円
）
の
９
割
を
給
付
し
て
い

２０
ま
す
。

　

こ
の
方
式
で
は
、
前
払
い
す
る
金

額
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、

平
成　

年
度
か
ら
施
行
業
者
の
同
意

１４

が
得
ら
れ
た
場
合
は
介
護
保
険
に
係

る
住
宅
改
修
費
の
９
割
分
に
つ
い
て
、

市
が
施
行
業
者
に
直
接
支
払
う
方
式

（
受
領
委
任
払
方
式
）
を
導
入
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

〔
説
明
会
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時

２９

か
ら

〔
場
所
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
対
象
〕
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、

介
護
保
険
の
住
宅
改
修
実
施
事
業
者

等〔
問
い
合
わ
せ
〕
介
護
福
祉
課

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
全
戸
配
布
中

狛
江
弁
財
天
池
緑
地
保
全
地

区
の
供
用
開
始

環
境
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
の
作

品
を
募
集
し
ま
す

交
通
災
害
共
済
新
年
度
分
受

付
中

「
狛
江
ま
ち
づ
く
り
市
民
会

議
�
ワ
イ
ワ
イ
�
」
発
表
会

建
築
指
導
事
務
所
の
統
合

交
通
安
全
運
転
者
講
習
会

介
護
保
険
住
宅
改
修
に
関
す

る
受
領
委
任
払
方
式
の
説
明

会
実
施

保
育
料
の
改
定

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
料
金

を
改
定
し
ま
す

宅
地
内
の
排
水
等
の
点
検
に

ご
注
意
を

こ
ま
え
正
吉
苑
内
覧
会

　

狛
江
市
消
防
団
は
平
成　

年
１

１４

月
６
日
、
東
京
消
防
庁
消
防
総
監

か
ら
特
別
優
良
消
防
団
と
し
て
消

防
総
監
表
彰
旗
を
受
賞
す
る
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、「
規
律
厳
正
に
し
て

訓
練
等
に
精
励
し
、
か
つ
、
そ
の

成
績
が
特
に
優
秀
」
な
消
防
団
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
、

多
摩
島
し
ょ
地
域
の
消
防
団
の
中

で
、
狛
江
市
消
防
団
だ
け
が
表
彰

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
消
防
団
活

動
に
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
表
彰
旗
は
、
３
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
間
、

１８

２９

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課



　

　

市
内
商
業
者
と
市
民
参
加
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
毎
月
最

終
日
曜
日
に
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

を
加
え
開
催
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

３１

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）〔
出
店
の

受
け
付
け
〕
３
月　

日
�
・　

日
�

１６

１７

（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　

今
年
は
、
４
月
か
ら
会
員
制
に
よ

る
レ
ッ
ス
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

〔
日
時
〕３
月　

日
�
午
前　

時
〜
午

２４

１０

後
３
時
〔
場
所
〕
和
泉
多
摩
川
河
川
敷

自
由
ひ
ろ
ば
周
辺
、
駐
車
場
有
り
〔
参

加
費
〕
引
き
馬
５
０
０
円
、
レ
ッ
ス

ン
１
�
５
０
０
円
（
障
害
者
の
み
） 。

平
成　

年
度
の
乗
馬
会
員
募
集
中
。

１４

な
お
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
歓
迎
（
昼
食
は
用
意
し

ま
す
）
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
会
終
了

後
希
望
者
に
乗
馬
研
修
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
乗
馬
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
�
（
５
４

３
８
）
２
７
７
３
、
F
A
X
（
５
４

３
８
）
２
７
７
４
（
N
P
Ｏ
法
人
福

祉
ネ
ッ
ト
「
ナ
ナ
の
家
」
内
）

　

市
で
は
、
農
業
振
興
計
画
に
基
づ

き
農
家
の
方
に
花
の
栽
培
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
菜
の
花
が
畑

い
っ
ぱ
い
に
咲
い
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

　

時
（
小
雨
決
行
）〔
場
所
〕
猪
方
２

１１丁
目　

番
内
（
栗
原
繁
さ
ん
の
畑
）

１３

〔
目
標
〕
第
二
中
学
校
〔
持
ち
物
〕

摘
み
取
り
用
ハ
サ
ミ
・
持
ち
帰
り
袋

等
〔
費
用
〕
無
料
※
当
日
直
接
畑
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

若
葉
会
で
は
毎
月
会
食
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

唱
歌
・
童
話
を
話
し
た
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕４
月
２
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

狛
江
駅
北
口
駅
前
広
場
を
「
水
と

緑
の
住
宅
都
市
の
玄
関
口
」
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
そ
の
課

題
や
問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
７
時
か

２８

ら
〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
�
午
前　

時

２３

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
�
午
後
３
時
〜
４
時　

分
※
�
�

３０

は
、
以
前
参
加
さ
れ
た
方
�
は
初
め

て
の
方
対
象
〔
会
場
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン

ズ
狛
江
支
店
〔
材
料
費
〕
１
�
８
０

０
円
〔
定
員
〕
各
回　

人
〔
持
ち
物
〕

１５

エ
プ
ロ
ン
・
ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
〕
マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ

店
頭
に
て

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

〔
日
時
〕
４
月　

日
、　

日
の
水
曜

１７

２４

日
、
午
前　

時
〜
正
午
〔
会
場
〕
西

１０

河
原
公
民
館

〔
材
料
費
〕１
�

０
０
０
円
〔
定

員
〕　

人
１５

〔
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
〕

３
月　

日
�
ま

２５

で
。久
光
�（
３

４
８
９
）
５
８

０
０
（
午
後
７
時
〜
９
時
） へ
。

〔
日
時
〕
４
月　

日
�
受
付
時
間
は
、

１０

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
乳
児〔
持
ち
物
〕

１３

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証

※
対
象
者
に
個
別
に
問
診
票
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
４
月
１
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
９
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
３
月　
２６

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

３
月　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

２８

セ
ン
タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分
〔
対
象
〕
生
後
３

５０

５０

〜　

カ
月
未
満
の
乳
幼
児〔
持
ち
物
〕

４８
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
ふ
き
ん
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
４
月
は
６
日
�
・　

日
�
・

１２

　

日
�
・　

日
�
受
付
時
間
は
午
後

２１

２６

１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と

１０

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
１
回
目

は
ズ
ボ
ン
・
２
回
目
は
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
、
そ
の
他
４
回
を
通
し
て
母

子
健
康
手
帳
と
筆
記
用
具
を
持
参
く

だ
さ
い
〔
定
員
〕　

人
（
予
約
制
）

１５

※
な
る
べ
く
１
回
目
か
ら
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

市
民
の
方
々
の
生
活
習
慣
病
予
防

と
健
康
の
保
持
増
進
の
お
手
伝
い
を

す
る
「
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
」
第
１
期
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
専
門
の
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
体
力
チ
ェ
ッ
ク
と
運
動

処
方
に
基
づ
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

を
、
Ａ
コ
ー
ス
（
午
前
）・
Ｂ
コ
ー
ス

（
午
後
）
に
分
け
、
各
コ
ー
ス
と
も

週
２
回
３
カ
月
間
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

３０

方
で
、
肥
満
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

等
で
運
動
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

ま
た
は
、
運
動
不
足
に
よ
り
身
体
機

能
が
低
下
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

方
〔
定
員
〕
各
コ
ー
ス　

人
（
先
着

１６

順
）
※
平
成　

年
度
３
期
・
４
期
参

１３

加
の
方
は
申
し
込
め
ま
せ
ん
。
参
加

が
決
ま
っ
た
方
は
、
３
月　

日
�
午

２５

前
９
時
か
ら
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
午
前
８
時　

分
か
ら
健
康
課

１８

３０

ま
た
は
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

へ
。

■
３
･
４
カ
月
児
健
康
診
査

広報こまえ　平成 14年（2002 年）3月 15 日　�

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
第　

回
多
摩
川
乗
馬
会　

障
害
者

１６

乗
馬
体
験
教
室

■ 
花
の
摘
み
取
り

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
育
児
学
級

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
あ
い
と
ぴ
あ
健
康
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日
・

１７

２１

２４

　

日
３１〔

受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
　

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

　
　
　
　

２
３ 休

日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

受講料定員時間曜日コース

１人１回
２００円

１６人
午前１０時３０分～

午後零時３０分
月・金Ａ

１６人
午後２時～

午後４時
月・金Ｂ

■健康づくりセミナー

■
こ
ま
え
楽
市

�

■
狛
江
駅
北
口
問
題
を
考
え
る
市
民

の
会　

景
観
・
デ
ザ
イ
ン
等
分
科
会

■ 
地
元
生
産
者
に
よ
る
春
の
花
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習

会■
和
紙
を
漉
い
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ジ
メ
ン
ト
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
作
り

　
平
成　

年
度
の
予
防
接
種
日
程

１４

は
４
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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〔
登
録
期
間
〕
４
月
〜
９
月
〔
利
用

日
・
対
象
者
〕
�
月
曜
・
午
前
、
高

齢
者
（　

歳
以
上
）
�
火
曜
・
午
前
、

６５

高
齢
者
（　

歳
以
上
）
�
木
曜
・
午

６５

前
、
機
能
訓
練
・
障
害
者
個
人
（
難

病
者
含
む
）
※
応
募
は
�
�
�
の
う

ち
、
１
人
１
コ
ー
ス
の
み

〔
定
員
〕
介
護
者
を
含
め
各　

人
ま

７０

で
。
新
規
の
方
を
優
先
。
現
在
、
利

用
し
て
い
て
引
き
続
き
利
用
希
望
の

方
（
現
在
利
用
登
録
中
で
曜
日
を
変

更
す
る
場
合
も
含
む
）
は
、
定
員
に

空
き
の
あ
る
場
合
に
抽
選
を
行
い
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
込
期
間
・
場
所
〕
３
月　

日
�

１５

〜　

日
�
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

２５
福
祉
総
合
相
談
窓
口
、
社
会
福
祉
協

議
会

〔
抽
選
日
・
場
所
〕
３
月　

日
�
午

２７

前　

時
か
ら
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

１０
※
結
果
に
つ
い
て
は
、
翌
日
か
ら
市

役
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
掲
示
し

ま
す
の
で
、
必
ず
出
席
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〔
登
録
手
続
き
〕
抽
選
日
以
降
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
行
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
、
安
全
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
利
用
時
間
や
利
用
人
数
を

調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
あ

ら
か
じ
め
了
承
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

〔
職
種
・
人
員
〕
指
導
員
補
助
（
女

性
の
利
用
者
に
対
す
る
身
体
介
護
あ

り
）・
１
人
〔
勤
務
日
〕
４
月
か
ら
週

５
日
（
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

１５

〔
賃
金
〕
時
間
給
９
１
０
円
（
介
護

福
祉
士
等
の
有
資
格
者
は
９
９
０

円
）〔
申
し
込
み
〕
市
販
の
履
歴
書
に

写
真
を
貼
付
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
元
和
泉
２
―　

―
１
）
に
郵
送
ま

３５

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４　

〔
職
種
・
資
格
〕
介
護
職
員
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
２
級
（
無
資
格
で
も
可
）

〔
勤
務
日
・
勤
務
時
間
〕
月
曜
日
〜

金
曜
日
（
原
則
）（
祝
日
も
勤
務
）
週

２
〜
３
日
勤
務
で
も
可
。
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
〔
賃
金
〕
時

３０

３０

間
給
９
５
０
円
〔
申
し
込
み
〕
３
月

　

日
�
午
後
５
時　

分
ま
で

２０

３０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま
え
苑
�
（
３

４
８
９
）
２
４
０
４

〔
入
団
資
格
〕
市
内
在
住
の
小
学
校

３
年
生
以
上
に
な
る
少
年
少
女
で
、

原
則
と
し
て
第
２
第
３
土
曜
日
の
活

動
に
参
加
で
き
る
方

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
狛
江
消
防
署
�
（
３
４

２５８
０
）
０
１
１
９
へ
。

■
今
月
の
幼
児
の
つ
ど
い
は
、
終
了

し
ま
し
た
。

■
手
作
り
あ
そ
び　

３
月　

日
�
午

２３

後
３
時
〜
４
時
〔
内
容
〕
コ
ブ
ラ
ダ

ン
ス
を
作
ろ
う
〔
対
象
〕
小
学
生
以

上
〔
定
員
〕　

人
２０

■
子
ど
も
映
画
会　

３
月　

日
�
午

２７

後
３
時
〜
３
時　

分
。
上
映
は
「
み

３０

に
く
い
あ
ひ
る
の
子
・
ま
ほ
う
の
ソ

ウ
セ
ー
ジ
」〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護
者

同
伴
）
か
ら
。

■
小
学
生
卓
球
大
会　

３
月　

日
�

２０

午
後
２
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
小
学
校

３
年
生
〜
６
年
生
〔
定
員
〕　

人
２０

〔
申
し
込
み
〕
電
話
か
窓
口
へ
〔
賞

品
〕
３
位
ま
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
参
加

賞
あ
り
。

■
人
形
劇
公
演　

３
月　

日
�
午
後

２６

３
時
〜
４
時　

上
演
は
、「
ブ
レ
ー
メ

ン
の
お
ん
が
く
た
い
」 。 出
演
は
、
劇

団
な
る
に
あ
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護

者
同
伴
）
か
ら
。
入
場
無
料
。

■
手
づ
く
り
遊
び　

３
月　

日
�
午

２０

後
２
時
か
ら
「
マ
ジ
ッ
ク
プ
ラ
バ
ン

で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
」〔
対

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
小

学
生
。
参
加
費
無
料
〔
定
員
〕　

人
２０

■
ス
リ
ー
オ
ン
ス
リ
ー
バ
ス
ケ
大
会

３
月　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

３０

〔
対
象
〕
小
学
６
年
生
〜
中
学
３
年

生
の
３
〜
６
人
１
チ
ー
ム
（
先
着　
１０

チ
ー
ム
・
男
女
不
問
）〔
参
加
費
〕
１

人
３
０
０
円（
昼
食
代
）〔
申
し
込
み
〕

３
月　

日
�
〜　

日
�
参
加
費
を
添

１５

２７

え
て
窓
口
へ
。

■
幼
児
の
つ
ど
い　

３
月　

日
、　
２２

２９

日
�
は
お
休
み
で
す
。

■
子
育
て
く
ら
ぶ
０
１
２
３
（
乳
幼

児
と
保
護
者
の
た
め
の
年
齢
別
動
）

４
月
か
ら
平
成　

年
度
第
�
期
の
活

１４

動
が
始
ま
り
ま
す
。
火
曜
日
０
歳
児
、

水
曜
日
１
歳
児
、
木
曜
日
２
・
３
歳

児
。
各
ク
ラ
ス
と
も
午
前　

時　

分

１０

３０

か
ら　

分
程
度
。
運
動
遊
び
、
う
た

４０

遊
び
、
簡
単
な
製
作
な
ど
発
達
に
応

じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す

〔
参
加
費
〕
期
間
３
０
０
円
（
教
材

費
・
通
信
費
他
）〔
申
込
方
法
〕
参
加

費
を
添
え
て
窓
口
へ （
定
員
な
し
） 。

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

募
　
集�

�

■ 
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
プ
ー
ル
個
人
開

放
・
利
用
登
録
者

�

�

�

�

�����������

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■ 
重
度
知
的
障
害
者
通
所
訓
練
室

「
麦
の
穂
」
非
常
勤
職
員

■ 
臨
時
職
員

■
消
防
少
年
団
員

子
育
て�

�

　

今
ま
で
、調
布
市
立
図
書
館
の
ご

利
用
は
一
部
の
地
域
の
方
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、４
月
１
日
�
か

ら
狛
江
市
在
住
の
方
は
ど
な
た
で

も
図
書
の
個
人
貸
出
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
調
布
市
立
図
書
館
を
ご
利
用
に

な
る
に
は

〔
登
録
〕
調
布
市
立
図
書
館
（
中
央

図
書
館
・
各
分
館
）
で
登
録
が
必
要

で
す
。
住
所
・
氏
名
等
の
確
認
が
で

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
・
運
転
免

許
証
・
学
生
証
等
）
を
持
参
く
だ
さ

い
。

〔
貸
出
〕
１
人　

冊
２０

で
２
週
間

〔
返
却
〕
調
布
市
の

図
書
館
で
借
り
た
本

は
、
必
ず
調
布
市
内

の
図
書
館
へ
返
却
く
だ
さ
い
。

※
調
布
市
立
中
央
図
書
館
の
自
習

室
・
社
会
人
自
習
室
並
び
に
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
・
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ご
利
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
中
央
図
書
館　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

調
布
市
立
図
書
館
を
利
用
で
き
ま
す

■狛江少年剣道クラブ・会員募集
　小２～中３を対象に毎週日曜日午前
９時～正午、第一小学校体育館にて年
会費１１,０００円。４月１４日�午前１０時
から第一小学校体育館で入会説明会
〔問い合わせ〕芝崎�（３４８８）４９０７。
■狛江少年卓球クラブ・会員募集
　小中学生を対象に毎週土曜日午後４
時～６時市民総合体育館にて月会費
２,０００円。１６日�より練習時間内随時
受付。２３日�午後５時から市民総合体
育館で説明会〔問い合わせ〕大塚�
（３４３０）６９６８。
■狛江少年柔道会・会員募集
　小１からを対象に毎週土曜日午後２
時～４時市民総合体育館にて月会費
１,５００円。柔道を通して礼儀を身につ
けさせます〔問い合わせ〕奥谷�
（３４８９）５５７２。
■狛江付近案内・狛江文化会
　３月２１日�午前８時３０分狛江駅集
合、豊島区高田・目白・関口と新宿区
早稲田・山吹方面の神田川に沿っての
歴史散歩。雨天２４日�、弁当持参
〔問い合わせ〕田代�（３４８０）８７６３。
■社交ダンス龍暢会・会員募集

　４月３日�から全く初めての人対象

に初心者講習会開始。毎週水曜日入門
午後６時１５分～７時１５分中級午後７
時３０分～８時３０分南部地域センター
で、男女年令不問、月会費３,０００円
〔問い合わせ〕伊藤�（３４８０）０５９２。
■ヨーガ特別講習会・参加者募集
　４月１日�、８日�午後６時３０分～
７時３０分中央公民館で、簡単なヨー
ガを指導します。参加費１,０００円〔問
い合わせ〕狛江市ヨーガ普及会・原嶋
�（３４８９）５５７１。
■ベビーマッサージのおさそい
　３月２６日�午前１０時～１１時３０分
西河原公民館で３～６カ月の乳児とお
母さんを対象に、参加費１,５００円。防
水シート、バスタオル、替えおむつ、
母子手帳持参〔問い合わせ〕中嶋�
（３４８０）３８３８。
■春の供養塚公園フリマ募集
　４月７日�雨天１４日�、事務手数
料１,０００円（子ども５００円）。住所、
氏名、電話番号を記入し往復はがきで
〔問い合わせ〕清水�（３４８０）０３０６。
■バドミントンコマエ８６・会員募集

　毎週火・金曜日午前９時～１１時３０
分市民総合体育館で、コーチの指導で
練習。少し経験のある女性。見学可。
月会費３,０００円〔問い合わせ〕浅子�
（３４８８）８９１３。

■みんなで小さな橋を作ろう
　３月１７日�、２４日�午前１０時～正
午に水辺の楽校の小橋を作り直しま
す。のこぎり、金づち持参〔問い合わ
せ〕狛江ほたる村・竹本�（５７６１）
２８４４。
■二葉会・着付け教室・会員募集
　月３回金曜日午後７時～９時中央公
民館で行っています。初心者（４月生）
先着１０人募集。月会費１,５００円〔問
い合わせ〕赤荻�（３４８０）１７７７。
■気功愛好会・会員募集
　月４回火曜日午前９時１５分～１１時
１５分、先生の指導で気功をしています。
月会費３,０００円〔問い合わせ〕箱田�
（３４８８）０５７０。
■フラワーサークルプリマ・会員募集
　３月１９日�、２８日�の午前１０時
３０分からと午後２時３０分から上和泉
地域センター。季節のフラワーアレン
ジを毎週やっています。初心者でも丁
寧に教えます。会費２００円（材料費別）
〔問い合わせ〕関口�０９０（４１７９）２６２３。
■七生丘陵と百草園の植物散策
　３月２４日�午前８時３０分調布駅南
口集合。早春の野草を雑木林と百草園
に訪ねます〔問い合わせ〕狛江植物同
好会・倉持�（３７２９）５７３２（午後７時
以降） 。

■ゴム銃射撃大会・参加者募集
　３月３０日�午後１時～５時中央公民
館で行います。輪ゴムを飛ばすゴム鉄
砲の射撃大会です。参加費大人３００円。
中学生以下無料〔問い合わせ〕日本ゴ
ム銃射撃協会・中村�（３４３０）２５６６。
■合気道初心者無料体験教室
　３月２９日�、３１日�午後６時３０分
～９時、３０日�午後４時～６時３０分
市民総合体育館。小学生から大人まで
楽しめます〔問い合わせ〕狛江合気道
倶楽部・森川�（３４８９）３５８０（午前中）。
  ■フリーマーケット出店者募集
　３月３１日�午前１０時から西河原公
園で行います。１区画５００円。定員に
なり次第締め切り〔問い合わせ〕ふん
すいくらぶ・大平�（３４３０）８８４０。
■いけばな小原流美風の会・会員募集
　月２回第１・３日曜日午後１時～５時
上和泉地域センターでお稽古をしてい
ます。月会費１,５００円（花代別）〔問い
合わせ〕坂本�（３４８０）７８５１。
■狛江財政研究会・第２回研究発表と
意見交換会　「財政悪化の一途を行く

狛江市」

　３月３１日�午後１時３０分～４時３０
分中央公民館。入場無料。テーマは市
の財政状況、下水道料金改定ほか。
〔問い合わせ〕小尾�（３４３０）０１３７。

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�



広報こまえ　平成１４年（２００２年）３月１５日　�
　
「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」（ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

）
最

近
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
す
。
言
葉
の
意
味
と
し
て
は
「
仕
事
を
分
け

あ
う
こ
と
」
で
す
。
一
人
あ
た
り
の
仕
事
の
時
間
を
減
ら
し
、
多
く
の

人
が
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
１
９
７
０
年
代
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
短
時
間
労
働
者
の
労
働

環
境
を
整
備
し
、
ド
イ
ツ
で
は
週
休
２
日
か
ら
週
休
３
日
に
し
、
ま
た

フ
ラ
ン
ス
で
は
１
週
間
の
労
働
時
間
を　

時
間
か
ら　

時
間
に
し
、
多

３９

３５

く
の
人
が
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に
し
、
高
い
失
業
率
を
低
く
す
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
問
題
点
は
、
大
き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。
分

け
あ
う
こ
と
に
適
し
て
い
る
仕
事
が
あ
る
か
、
仕
事
を
分
け
あ
う
こ
と

に
よ
り
そ
の
生
産
性
が
保
た
れ
る
か
、
ま
た
働
く
側
に
と
っ
て
は
賃
金

が
下
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
失
業
率
が
５
％
超
え
る
深
刻
な
雇
用
情

勢
の
日
本
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
、
導
入
す
べ
き
か
の

見
極
め
が
で
き
て
い
な
い
た
め
、
い
く
つ
か
の
大
企
業
を
除
け
ば
、
今

の
段
階
で
は
日
本
の
多
く
の
企
業
は
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
に

は
慎
重
で
す
。

　

政
府
と
日
経
連
、
連
合
は
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
に
向
け
、

政
労
使
検
討
会
議
実
務
者
レ
ベ
ル
作
業
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
緊
急
避

難
型
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
を
優
先
協
議
し
、
そ
の
う
え
で

産
業
構
造
の
変
化
や
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
中
長
期
的
な
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
３
月

中
に
は
政
労
使
に
よ
る
合
意
案
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
緊
急
避
難
型

　

雇
用
維
持
の
た
め
に
一
時
的
に
労
働
時
間

短
縮
と
賃
金
削
減
を
実
施

�
中
高
年
対
策
型

　

中
高
年
齢
者
を
対
象
に
短
時
間
勤
務
な
ど
を
導
入
し
て
雇
用
を
確
保

�
雇
用
創
出
型

　

恒
久
的
に
法
定
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
全
体
の
雇
用
を
創
出

�
多
様
就
業
対
応
型

　

正
社
員
に
対
し
て
も
短
時
間
勤
務
な
ど
を
導
入
し
て
働
き
方
を
多
様

化

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
　
　

■こんな仕事もあるんだね
　第一中学校の１６人の生徒たちが、
市役所で職場体験を行いました。図
書館の受け付けや、書類のコピー、
立て看板作り、小学校での草むしり
などの仕事をしました。終了後、「市
役所はどんな仕事をしているのか
わからなかったけれど、いろいろな

■おひなさまと記念写真
　保育園では、みんなで手作りのひ
な人形を作り、ひなまつりを祝いま
した。この日のメニューは、ちらし
寿司、松風蒸し、おすましに桜餅。
子どもたちは大喜びで食べていま
した。

■自動交付機が稼動しました
　３月６日�から、市役所２階ロビー
と市民センターロビーに、住民票と
印鑑証明の自動交付機を設置しま
した。このサービスは、ＩＣカード
の実証実験として実施するもので、
早速市民の方などに利用されてい
ます。

■上手に歌えたかな
　保育園の子どもたちがこまえ苑
を訪問し、手話を交えながら歌を
歌ったり、誕生日を迎えた方に手作
りのカードをプレゼントしました。
元気よく歌う子どもたちに、お年寄
りも笑顔で拍手を送りました。　

■盆栽展が開催されました
　日・米・英など５カ国の盆栽愛好
家から４３席の盆栽が出品されまし
た。会場では、盆栽相談のほか、英
文で作成された盆栽
のガイドを配布しま
した。外国人の方も訪
れ、日本文化を堪能し
ました。

■みんなで見学に来ました
　今年も心障学級連合展覧会が開
催されました。市内４つの学級の児
童・生徒たちが、この展覧会に向け
て作った数々の作品が展示され、訪
れた子どもたちも熱心に見学して
いました。

仕事があって大
変だと思った」
「静かに仕事を
しているイメー
ジがあったが、そ
うでもなかった」
と感想を聞かせ
てくれました。

■
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
４
類
型　
　


